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平
素
よ
り
格
別
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
さ
て
、
こ
の
と
こ
ろ
「
日
本
の
社
会
資
本
は
概
成
し
て
い
る
」
あ
る
い
は
「
わ
が
国
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
公
共
投
資
は
諸
外
国

に
比
べ
て
相
対
的
に
高
い
」
と
の
声
を
聞
き
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
水

災
害
等
の
深
刻
な
被
害
は
連
年
発
生
し
て
お
り
、
巨
大
地
震
の
発
生
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
日
本
は
他
国
に
比

べ
て
災
害
リ
ス
ク
が
格
段
に
高
い
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
国
民
の
生
命･

安
全
を
守
り
、
被
災
に
よ
る
経
済
損
失
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
に
、
防
災･

減
災
、
国
土
強
靭
化
の
取
組
を
今
後
も
継
続
し
て
強
力
に
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 

建
設
産
業
は
、
国
土
の
守
り
手
と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
基
幹
産
業
と
し
て
経
済
・
社
会
の
発
展
を
支
え

て
い
ま
す
が
、
他
産
業
に
比
べ
技
能
者
の
高
齢
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
将
来
の
担
い
手
確
保
に
万
全
を
期
す
こ
と
が
重
要

な
課
題
で
す
。
そ
こ
で
、
日
建
連
で
は
、
国
土
交
通
省
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
工
事
発
注
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
週
休
二
日
の
実
現
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
普
及
促
進
、i ‐

C
o
n

stru
ctio

n

の
施
策
に
呼

応
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
、
三
次
元
デ
ー
タ
の
利
活
用
な
ど
、
働
き
方
改
革
と
生
産
性
向
上
に
会
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
私
ど
も
が
こ
う
し
た
活
動
に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
ま
た
、
若
者
が
希
望
と
誇
り
を
持
っ
て
建
設
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業
界
で
働
い
て
い
く
た
め
に
は
、
将
来
に
明
る
い
見
通
し
を
持
て
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
、
当
初
予
算
に

お
け
る
、
安
定
的
か
つ
持
続
的
な
公
共
事
業
費
の
増
額
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
わ
が
国
経
済
は
、
政
府
の
果
敢
な
経

済
対
策
の
効
果
に
も
支
え
ら
れ
、
持
ち
直
し
の
動
き
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
今
後
の
感
染
状
況
次
第
で
は
、
さ
ら
な
る
民
間
建

設
投
資
の
冷
え
込
み
等
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
景
気
の
下
支
え
と
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
持
続
的
な
経
済
成
長
を
実
現
す

る
た
め
に
、
ま
さ
に
公
共
投
資
の
波
及
効
果
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
必
要
か
つ
十
分
な
公
共
事
業
量
を
確
保
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
建
設
業
の
労
働
力
確
保
の
厳
し
さ
を
指
摘
す
る
向
き
も
あ
り
ま
す
が
、
土
木
事
業
の
受
注
工
事
高
は
近
年
横
ば
い

で
あ
る
の
に
対
し
、
完
成
工
事
高
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
等
に
よ
り
大
幅
に
向
上
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
公
共
工
事
の
施
工
余
力

は
十
分
に
有
し
て
い
る
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。 

以
上
の
認
識
に
立
ち
、
次
の
点
に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

特
段
の
ご
理
解
と
ご
高
配
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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記 

 

一
、「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
３
か
年
緊
急
対
策
」
後
に
お
い
て
も
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の
加
速
化
、

深
化
等
を
図
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
３
か
年
緊
急
対
策
を
拡
充
し
、
中
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
計
画
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
新
た
に
令
和
３
年
度
か
ら
５
か
年
の
対
策
を
閣
議
決
定
す
る
と
と
も
に
、
当
該
対
策
に
必
要
な
公
共
事
業
費
の
安
定
的
・

持
続
的
な
確
保
を
図
る
た
め
、
当
初
予
算
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
３
か
年
緊
急
対
策
の
実
績
を
上
回
る
必
要
か
つ
十
分
な

規
模
の
公
共
事
業
費
を
別
枠
で
確
保
す
る
こ
と
。 

 
 
 

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
や
近
年
の
台
風
・
豪
雨
災
害
な
ど
、
大
規
模
自
然
災
害
か
ら
の
着
実
な
復
旧
・
復
興
と
、
イ
ン
フ

ラ
の
維
持
管
理
・
更
新
等
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
当
初
予
算
に
お
い
て
、
公
共
事
業
費
の
増
額
を
図
る
こ
と
。 

 二
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
落
ち
込
ん
だ
民
間
投
資
を
喚
起
し
て
、
経
済
の
好
循
環
を
作
り
上
げ
、 

 

併
せ
て
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
持
続
的
な
経
済
成
長
を
実
現
す
る
た
め
に
、
社
会
経
済
活
動
の
早
期
回
復
に
資
す
る
公
共
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事
業
を
柱
と
し
た
、
大
型
の
令
和
２
年
度
補
正
予
算
を
編
成
す
る
こ
と
。 

 

三
、
日
建
連
で
は
、
週
休
二
日
の
実
現
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
普
及
促
進
な
ど
、
働
き
方
改
革
と
担
い
手
確

保
に
会
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
実
現
に
は
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
の
普
及

に
よ
る
、
非
接
触
・
リ
モ
ー
ト
型
の
新
技
術
の
導
入
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
、
３
次
元
デ
ー
タ
の
利
活
用
な
ど
の
加
速
化
の
た
め
、

i-C
o
n

stru
ctio

n

の
推
進
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
資
す
る
技
術
開
発
投
資
な
ど
へ
重
点
配
分

す
る
こ
と
。 

 

四
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・
維
持
管
理
や
激
甚
化
す
る
災
害
か
ら
の
早
期
復
旧
、
被
害
拡
大
防
止
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
公

共
工
事
の
品
質
確
保
に
係
る
取
組
み
を
確
実
に
推
進
す
る
た
め
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
必
要
な
知
識
や
技
術
を

有
す
る
職
員
の
確
保
・
育
成
を
含
む
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
。 

以
上 
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